
　
「
不
妊
症
」と
は
病
名
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
期

間
（
日
本
で
は
2
年
）、
性
生
活
を
行
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
妊
娠
し
な
い
状
態
を
指
す
言
葉

で
す
。 

現
在
、
日
本
の
婚
姻
件
数
は
年
間
70
万

〜
80
万
前
後
。
そ
の
う
ち
の
10
％
、
つ
ま
り
毎

年
7
万
〜
8
万
も
の
カ
ッ
プ
ル
が
不
妊
症
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
こ
の
不
妊
症
に
つ
い
て
、
東
京
歯
科
大

学
市
川
総
合
病
院
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長
の
吉
田
丈
児
医
師
と
、
同
病
院

産
婦
人
科
部
長
の
高
松
潔
医
師
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。 

不妊治療の今
目指すゴールは 、

子どもと健康に暮らす未来。

時
代
背
景
を
映
し
増
加
し
た
不
妊
症

　

子
ど
も
が
で
き
な
い
と
い
う
場
合
、
と
か
く

昔
か
ら
女
性
に
責
任
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
が

ち
で
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
原
因
が
女
性

に
あ
る
場
合
と
男
性
に
あ
る
場
合
の
割
合
は
、

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。 

　

で
す
か
ら
不
妊
治
療
を
始
め
る
な
ら
、
早
い

段
階
か
ら
男
性
も
一
緒
に
受
診
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。　

 

　

不
妊
症
が
増
え
た
理
由
と
し
て
は
、
女
性
の

社
会
進
出
に
よ
り
、
結
婚
年
齢
が
遅
く
な
っ
た

こ
と
や
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
た
め
、
晩
産
化
が
進
ん
だ
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

千葉県の最新医療情報紹介

「
不
妊
の
ス
ト
レ
ス
」へ
の
理
解
が
必
要

　

不
妊
症
の
原
因
は
、
女
性
は
子
宮
や
卵
管
の

問
題
や
卵
巣
機
能
の
異
常
な
ど
、
男
性
は
精
巣

機
能
に
問
題
が
あ
り
、
活
発
な
精
子
を
十
分
に

つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
最

も
多
い
よ
う
で
す
。 

　

間
接
的
な
要
因
と
し
て
は
、
糖
尿
病
な
ど
の

疾
患
の
ほ
か
、
太
り
過
ぎ
も
排
卵
障
害
の
原
因

と
な
り
ま
す
し
、
タ
バ
コ
や
ス
ト
レ
ス
も
危
険

因
子
と
な
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
女
性
は
年
齢
と
共
に
、
妊に
ん
よ
う孕
性せ
い
（
妊
娠

し
や
す
さ
）
が
顕
著
に
低
下
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
不
妊
そ
の
も
の
が
強
い
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
深
刻
な
問
題
で
す
。 

　

抑
う
つ
は
排
卵
に
悪
影
響
が
あ
る
た
め
、
妊

娠
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
な
ど
、
ス
ト
レ

ス
を
た
め
込
ま
せ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
周
囲

の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。 

段
階
的
に
進
め
て
い
く
不
妊
治
療

　

検
査
で
特
別
な
異
常
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り

は
、
次
の
よ
う
に
よ
り
自
然
に
近
い
治
療
法
か

ら
、
段
階
的
に
高
度
な
治
療
に
ト
ラ
イ
し
て
い

く
方
法
が
一
般
的
で
す
。

１ 

タ
イ
ミ
ン
グ
療
法 

　

排
卵
日
を
正
確
に
予
測
し
て
夫
婦
生
活
の
タ

リプロダクションセンター
副センター長

吉
よ し だ

田 丈
じ ょ う じ

児 医師

産婦人科部長

高
た か ま つ

松　潔
きよし

 医師
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イ
ミ
ン
グ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
排
卵
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
指
導
し
ま
す
。 

２ 
人
工
授
精（
Ａ
Ｉ
Ｈ
） 

　

採
取
し
て
お
い
た
精
液
を
、
細
い
管
を
使
っ

て
、
女
性
の
子
宮
の
中
に
直
接
注
入
す
る
方
法

で
す
。 

３ 

体
外
受
精
ー
胚
移
植（
Ｉ
Ｖ
Ｆ
ー
Ｅ
Ｔ
） 

　

女
性
の
卵
子
を
体
外
に
取
り
出
し
て
、
採
取

し
て
お
い
た
精
子
と
受
精
さ
せ
、
受
精
卵
を
女

性
の
子
宮
に
戻
す
方
法
で
す
。 

妊
娠
の
機
会
を
逃
さ
な
い
た
め
に 

　

有
名
人
の
高
齢
出
産
が
華
や
か
に
報
道
さ
れ
る

現
代
、
世
間
で
は
高
齢
で
の
妊
娠
・
出
産
も
容
易

に
な
っ
た
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す
。 

　

し
か
し
、
女
性
の
排
卵
は
今
も
昔
も
年
に
せ
い

ぜ
い
12
回
。
妊
娠
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
間
12
回
し
か

な
い
の
で
す
か
ら
、
元
来
そ
う
そ
う
思
い
通
り
に

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
迷
っ
て
い
る
う

ち
に
妊
娠
の
確
率
は
低
下
し
、
逆
に
、
治
療
を
始

め
る
時
期
が
早
い
ほ
ど
妊
娠
の
確
率
は
高
く
な

り
ま
す
。 

　

不
妊
治
療
の
ゴ
ー
ル
は
妊
娠
で
は
な
く
、
無
事

に
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
、
家
族
揃
っ
て
健
や
か
に

不妊治療は高度に進歩しています。 ただ高齢になるほど
受精率が顕著に低下し、流産を始めとして死産や胎児の
染色体異常など、リスクが上昇する点は変わっていない
ことを理解しておく必要があります。

（出典：Heffner LJ, N Engl J Med, 2004）  

そ
の
他
の
生
殖
医
療 

　

薬
に
よ
っ
て
排
卵
を
誘
発
す
る
卵
巣
刺

激
や
、
卵
管
通
過
障
害
や
子
宮
内
膜
症
が

あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
治
す
手
術
な
ど
が

行
わ
れ
る
。 

特
殊
な
生
殖
医
療 

●
非
配
偶
者
間
人
工
授
精（
Ａ
Ｉ
Ｄ
） 

　

夫
以
外
の
精
子
を
つ
か
う
人
工
授
精
。
夫

が
無
精
子
症
で
全
く
精
子
が
な
い
時
、
ま
た

は
そ
れ
に
近
い
条
件
の
と
き
に
適
応
。 

●
治
療
前
精
子
凍
結

　

男
性
が
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
た
め
抗
が
ん
剤

な
ど
の
治
療
を
行
う
際
、
精
巣
の
機
能
が
障

害
さ
れ
る
前
に
精
子
を
採
取
し
、
冷
凍
保
存

し
て
お
く
方
法
。

※	

千
葉
県
内
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
東
京
歯

科
大
学
市
川
総
合
病
院
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
み 

。

東京歯科大学市川総合病院
リプロダクションセンターについて

　女性不妊担当の婦人科と男性不妊担当の泌
尿器科、さらに遺伝相談担当の小児科が一つ
のチームを組むことで、夫婦が一緒に治療に
取り組めるシステムが整っている。
　我が国 2 例目の体外受精ー胚移植 (IVF-ET)
による妊娠・分娩に成功と、本邦初の凍結受
精卵による妊娠・分娩の成功という歴史を持
ち、生殖医療分野で有数の実績がある。

加齢に伴う受精率・流産率の変化

生
き
て
い
く
こ
と
で
す
。 

　

で
す
か
ら
、
ご
夫
婦
が
よ
く
理
解
し
合
い
、
互

い
の
心
と
体
を
い
た
わ
り
合
い
な
が
ら
治
療
し
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。 

　

ぜ
ひ
、
ご
夫
婦
で
健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
な

つ
も
り
で
、
早
め
に
専
門
医
の
診
察
を
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
精
率（
一
〇
〇
〇
人
の
既
婚
の
女
性
に
つ
き
） 

自
然
流
産
の
割
合 
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東京歯科大学市川総合病院
リプロダクションセンター 

受診患者初回来院平均年齢
（女性）

対象年 平均年齢 
2002 年 33.3 歳
2003 年 33.4 歳
2004 年 33.7 歳
2005 年 33.5 歳
2006 年 33.9 歳
2007 年 34.0 歳
2008 年 34.5 歳
2009 年 34.4 歳
2010 年 35.2 歳

2011 年 ( 参考 ) 35.2 歳
※対象件数 4162 件
※病名開始日を初回来院日として計算
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